































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅰ自然の浄化機能、 Ⅱ水辺林、 Ⅲ重要な動植物、 Ⅳ農林水産業、 Ⅴ文化や景













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四万十 ARTの H氏に対してヒアリング調査を行った。 
 
5.3.1「四万十街道ひなまつり」に至った経緯や想い 






ことがあるかもしれない」と考えるようになり、思いの同じ仲間 14 人と、2006 年



















































































































































































































































































































































































































































































































































表.3-1重要文化的景観の選定基準（「魅力ある風景を未来へ」 文化庁偏 2013より引用） 
表.3-2保存調査の策定・取りまとめにおける調査の観点 
（文化的景観保護ハンドブック 文化庁文化財記念物課編 2015の内容を基に、筆者自ら作成） 
表.3-3重要文化的景観の選定を目指す保存調査チーム 
表.3-4保存調査チームに参加した住民団体 
表.3-5重要文化的景観国選定記念シンポジウムの概要 
 
第 4章図 
図.4-1「口屋内小学校」とのワークショップで作成された地図 
図.4-2「くろそん手帖手書き散歩」における文化的景観の保全活用方法の考え方 
図.4-3「エビ筒」による伝統漁法の風景 
図.4-4 製作された「くろそん手帖」 
図.4-5 生態調査の結果を活かして製作された観光コンテンツ 
図.4-6 「くろそん手帖手書き散歩」のパンフレット 
図.4-7「四万十川流域５市町村連携学生キャンプ（2014）」のパンフレット 
図.4-8 学生による提案内容の例 
図.4-9「四万十川流域５市町村連携キャンプ」の運営体制 
図.4-10「学生キャンプ」における文化的景観の保全活用方法の考え方 
図.4-11景観の来歴カルテ 
図.4-12景観資源カード 
図.4-13行政による文化的景観の広域性を活かした観光まちづくりの発展プロセス 
 
第 4章表 
表.4-1 行政が選定後に行った文化的景観の保全活用を意図した取り組み 
表.4-2 「くろそん手帖手書き散歩」の活動内容整理 
表.4-3 「くろそん手帖手書き散歩」の実績 
表.4-4「四万十川流域５市町村連携学生キャンプ」の内容整理 
第 5章図 
 89 
図.5-1「四万十街道ひなまつり」のパンフレット(2012年、2015年) 
図.5-2「四万十街道ひなまつり」の開催地域（丸で囲われた地域に展示されている） 
図.5-3「四万十街道ひなまつり」の展示風景 
図.5-4「四万十遺産ネットワークス」に所属する住民団体の拠点地域 
図.5-5「四万十街道ひなまつり」展示範囲の変遷 
図.5-6物産展のパンフレット 
図.5-7車窓ガイドの様子 
 
第 5章表 
表.5-1保存調査に参加した地元住民で構成の NPO団体 
表.5-2保存調査に参加した地元住民で構成の NPO団体の概要 
表.5-3全国初５市町村連携重要文化的景観国選定記念シンポジウム実施概要 
 
 
